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簡易株式交換による連結子会社(株式会社ミルックス)の完全子会社化に関するお知らせ 
 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社ミルックス(以下、

｢ミルックス｣といいます。)を完全子会社とする株式交換(以下、｢本株式交換｣といいます。)を

行うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

なお、本株式交換は、連結子会社を完全子会社化する簡易株式交換であるため、開示事項・

内容を一部省略しております。 

 

記 

 

１．株式交換による完全子会社化の目的 

ミルックスの完全子会社化により、建設業界を取り巻く経営環境の変化に的確に対応し、

当社の連結経営の一層の効率化、迅速化を図ることを目的としております。 

 

 

２．株式交換の要旨 

(１)株式交換の日程 

株式交換契約承認取締役会決議日(両社)    平成22年11月10日 

株 式 交 換 契 約 締 結 日     平成22年11月10日 

株式交換契約承認株主総会(ミルックス)    平成22年12月14日(予定) 

株 式 交 換 効 力 発 生 日     平成23年２月10日(予定) 

 (注) 本株式交換は、当社においては、会社法第796条第３項の規定に基づき、株主総会の承認を 

   必要としない簡易株式交換の手続により行う予定です。 

 

 (２)株式交換の方式 

    当社を完全親会社、ミルックスを完全子会社とする株式交換です。 

 

 (３)株式交換比率 

 当社 

(株式交換完全親会社) 

ミルックス 

(株式交換完全子会社) 

株式交換比率 １ 29 

  



（注）１.株式の割当比率 

      ミルックスの普通株式１株に対して、当社の普通株式29株を割当て交付します。 

      ただし、当社が保有するミルックスの普通株式241,914株については、本株式交換による 

      株式の割当ては行いません。 

２.株式交換により交付する株式 

      普通株式988,494株 

      なお、当社は新株式の発行に代えて、当社の保有する自己株式を交付いたします。 

 

 (４)株式交換比率の算定の考え方 

    ミルックスは非上場会社であり、本株式交換が少数株主との取引となることや、当社による現在

までのミルックス株式の取得価額及び経緯等を総合的に勘案し、当事者間において協議のうえ決定

いたしました。 

 

(５)株式交換完全子会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

   該当事項はありません。 

     

３．株式交換の当事会社の概要 
（平成22年３月31日現在） 

(1) 商 号 清水建設株式会社 株式会社ミルックス 

(2) 事 業 内 容 建設業、開発事業、設計・エンジニ

アリング事業 

建設資機材の販売、リース及び保

険代理業 

(3) 設 立 年 月 日 1937年(昭和12年)８月24日 1946年(昭和21年)８月２日 

(4) 本 店 所 在 地 東京都港区芝浦一丁目２番３号 東京都中央区京橋二丁目18番３号

(5) 代 表 者 の 役 職 ・ 氏 名 取締役社長 宮本 洋一 代表取締役社長 上山 隆 

(6) 資 本 金 74,365百万円 372百万円 

(7) 発 行 済 株 式 数 788,514,613 株 276,000 株 

(8) 純 資 産 311,210百万円 (連結) 31,247百万円 (単体) 

(9) 総 資 産 1,566,531百万円 (連結) 65,940百万円 (単体) 

(10) 決 算 期 ３月31日 ３月31日 

(11) 大 株 主 及 び 持 株 比 率 清水地所株式会社 

日本トラスティ・サービス

信託銀行株式会社(信託口)

社会福祉法人清水基金 

日本マスタートラスト 

信託銀行株式会社(信託口)

7.63% 

 

4.84% 

4.83% 

 

4.80% 

清水建設株式会社 

清水 康昭 

87.65%

12.35%

 

４．株式交換後の状況 

  (１)商号、事業内容、本店所在地、代表者の役職・氏名、資本金、決算期 

    上記｢３．株式交換の当事会社の概要｣に記載の内容から変更はございません。 

 

(２)今後の見通し 

本株式交換による当社の平成23年３月期の個別業績に与える影響はありません。 

なお、本株式交換により、連結財務諸表上、「負ののれん」償却益の発生が見込まれますが、 

現時点では未定であり、今後業績予想の修正が必要となった場合は、速やかに開示いたします。 

 

以  上 


